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中
国
山
地
の
山
容
は
概
し
て
な
だ
ら

か
で
す
が
、
そ
の
東
部
分
、
鳥
取
・
岡

山
・
兵
庫
県
境
部
の
山
々
は
比
較
的
険

し
く
せ
り
た
ち
、
古
く
は
山
陰
と
山
陽
、

近
畿
と
の
社
会
的
、
経
済
的
交
流
を
分

断
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
そ
の
自
然
環
境
、
景
観
が
極

め
て
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
氷
ノ
山
後

山
那
岐
山
国
定
公
園
に
も
指
定
さ
れ
、

現
在
で
は
ア
ク
セ
ス
路
の
整
備
等
も
あ

い
ま
っ
て
、
年
間
を
通
じ
多
く
の
来
訪

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
山
塊
の
盟
主
が
中
国
地
方
及
び

鳥
取
県
で
大
山
に
つ
ぎ
二
番
目
に
高
い

氷
ノ
山
（
一
，
五
一
〇
ｍ
）
で
す
。
鳥

取
・
兵
庫
両
県
か
ら
幾
多
も
の
登
山

コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
山

麓
の
若
桜
町
つ
く
よ
ね
地
区
に
は
、
ス

キ
ー
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
宿
泊
施
設
、
氷

ノ
山
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
氷
ノ
山
自

然
ふ
れ
あ
い
館
　
響
の
森
」
な
ど
が
あ

り
、
若
桜
町
は
、
山
麓
一
帯
を
「
わ
か
さ

氷
ノ
山
ふ
れ
あ
い
の
里
」
と
し
て
大
自

然
と
ふ
れ
あ
う
ゾ
ー
ン
に
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。

　
こ
の
氷
ノ
山
一
帯
に
あ
る
氷
ノ
仙
国

有
林
は
、「
わ
か
さ
氷
ノ
山
ふ
れ
あ
い
の

里
」
を
取
り
囲
む
よ
う
に
位
置
し
て
お

り
、
中
腹
か
ら
稜
線
に
ブ
ナ
林
、
天
然

ス
ギ
な
ど
豊
か
な
植
生
を
擁
し
、
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
、
イ
ヌ
ワ
シ
を
は
じ
め
、
西

日
本
で
は
絶
滅
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
野

生
鳥
獣
等
の
生
息
の
最
後
の
砦
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
四
月
に
扇
ノ

山
国
有
林
（
鳥
取
市
）
周
辺
か
ら
鳥
取
・

氷ノ山山頂

つくよねの棚田

岡
山
・
兵
庫
三
県
境
を
経
て
若
杉
原
生

林
（
岡
山
県
西
粟
倉
村
有
林
）
ま
で
の

稜
線
約
四
二
km
、
約
七
，
六
〇
〇
ha
の

国
有
林
・
民
有
林
が
「
東
中
国
山
地
緑

の
回
廊
」
と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
東
中
国
山
地
緑
の
回
廊
は
、
他

の
地
域
の
回
廊
と
異
な
り
区
域
の
約
半

分
が
ス
ギ
の
人
工
林
で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
た
め
、
間
伐

等
の
森
林
整
備
の
積
極
的
な
実
施
に
よ

り
、
多
樹
種
で
多
段
な
生
物
多
様
性
が

高
い
森
林
へ
誘
導
し
、
野
生
生
物
の
良

好
な
生
息
環
境
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

現
在
、
既
に
氷
ノ
仙
国
有
林
の
人
工

林
の
一
部
に
お
い
て
は
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の

協
定
が
締
結
さ
れ
、
地
域
の
住
民
に
よ

る
森
林
整
備
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
東
中
国
山
地
緑
の
回
廊
に
お
け
る

生
態
系
保
全
へ
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

近
年
、
農
山
村
に
お
い
て
は
、
過
疎

化
・
高
齢
化
に
加
え
、
野
生
鳥
獣
の
被

害
に
よ
る
生
産
意
欲
の
低
下
か
ら
集
落

機
能
の
維
持
が
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
野
生
鳥
獣
と
の
共
生
を

目
指
し
た
森
林
づ
く
り
と
そ
れ
を
核
と

し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

地
元
自
治
体
や
関
係
機
関
と
も
連
携
を

し
な
が
ら
取
組
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

氷
ノ
山
の
豊
か
な
自
然
と
そ
の
も
た

ら
す
恵
み
、
麓
の
笑
顔
が
皆
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
感
動
に
会

い
に
足
を
運
ん
で
み
ら
れ
て
は
い
か
が

で
す
か
。

ふれあいの森活動（わかさ氷
ノ山自然ふれあいの里活性化

協議会


